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碁老連ニュース	 	 	 	 	 	 	 第１７４号	
 
碁老連の目的 

 
老人囲碁同好会の誰もが､活きいきと生命力を維持し“碁を楽

しむ”ことができるよう､機会と場所を確保するために相協力し､

囲碁を通じて親睦をはかり､更には､より良き福祉社会に貢献す

ることを念願する。 
	

http://www.asahi-net.or.jp/~jh8r-mtd/gororen/	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 新会名は	碁	楽	連	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 （八王子の碁を楽しむ活きいき連合）	

	

平成１８年元旦	 会長 松田 礼治 

 

明けましておめでとうございます。旧年中は碁老連の諸活動にご理解・ご協力有り

難うございました。本年もよろしくお願い致します。 

一昨年から役員任期を２年とし、これまで先送りされてきた諸問題のかなりの部分を解決

してきました。今年度は改革仕上げの年として	 ○会則の改正	 ○昇段基準の改正	 ○名簿

の整備・チェックシステムの確立	 ○研修会のオープン化	 ○会名の変更	 ○業務運営室の

廃止・新システムへの移行等を手掛けてまいりました。 

会名については投票の結果、６０才代前半の若手も抵抗なく入会できる、活きいきした「碁

楽連（八王子の碁を楽しむ活きいき連合）」と言う名称が圧倒的多数の皆様から支持されまし

た。	

これら一連の改革は役員総会で承認されて完了です。これでコンテナーは出来上がります。	

新年度はコンテンツ充実の年です。若手を入会させ、役員にはやる気と処理能力のある方

を選出して寿同好会、碁楽連を楽しく効率的に運営できるようにするのが今後の課題です。	

会名変更の提案者でもある新会長、役員一同のご指導の下、新年度には碁楽連が益々のご

発展をされる事をお祈りして新年の挨拶を終わります。 

発行日	 平成18年1月28日	  
発行所	 八王子の碁を楽しむ老人連合 
住	 所	 久保山町１－９－３－３０３ 
ＴＥＬ	 （０４２６）９２－３９７３ 
発行人	 	 	 	 	 	 松田	 礼治 
編集者	 	 	 	 	 	 渡辺己三男 
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日	 		時	 	 平成 18 年 2 月 12 日（日）	受付午前 9時 10 分～9時 30 分(厳守)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
会	 	 場	 	 東浅川保健福祉センター４階第６集会室（東浅川 551-1、電話：67-1331） 
主	 	 催	 	 八王子の碁を楽しむ老人連合（碁老連） 
後	 	 援    八王子市、八王子市教育委員会、日本棋院 
タイトル	 	 八王子名人、八王子王座、八王子天狗 
参加資格	   各地区同好会のタイトル保持者 
 (王座戦、天狗戦は届出準優勝者代理出席可) 
参 加 費	 	 ７００円（弁当代を含む） 
競技方法 	  碁老連方式 
注意事項    ①自家用車でのご参加はなるべくご遠慮ください。 
	 	 	 	     ②失格にならないように定刻においでください。 
 

新会名は	 碁	楽	連（八王子の碁を楽しむ活きいき連合） 
１１月１３日、１２月１１日碁老連大会で投票の結果、圧倒的多数で選ばれました。 
若者が抵抗なく入会できる会名に変えよ、５５才位から準会員として入会させ活性化を図れ

等々の皆様方のご要望の結果です。これでコンテナーは出来ました、今後コンテンツを充実

させる必要があります。６０才代前半の若手を入会させ、寿同好会、碁楽連を活性化させ効

率的に機能させるのも皆様方の熱意です。ご協力の程よろしくお願いします。 
 
投票総数	 １３１票 
碁楽連	 １０９票	 八王子の碁を楽しむ活きいき連合	 ３９票 
提案者	 松田礼治	 信江峻 
投票者は	

浅川	 神宮寺敏郎	 梅沢淳	 岩窪忠孝	 望月成一	 岸村佐	 砺波康治	 堀口哲	 網野修助	

恩方	 渕上和男	 大川倭男	 五十嵐寛	 吉沢實	 中邑豊	 池袋雅文	 山崎稔	 小峰貞雄	

田中正勝	 横島清次	 元八王子	 山下則文	 三浦和夫	 木下智香	 石田豊	 原田竹夫	 中

野	 藤野誠二	 大和田	 岩松清	 石川	 澤田夘蔵	 勝山恭男	 清水明一	 由井	 安谷屋

哲一	 寺島昌男	 小野勝彦	 由木	 唐木伸	 穂積宏易	 嶋良次	 北野	 吹上吉輝	 佐々木

正人	 長房	 塚原和利	 中村幸男	 松井豊	

	

役員会で厳正なる抽選の結果	

当選者	

浅川	 神宮寺敏郎	 望月成一	 網野修助	 恩方	 渕上和雄	 五十嵐寛	 吉沢實	 中邑豊	

山崎稔	 田中正勝	 横島清次	 元八王子	 三浦和夫	 木下智香	 石田豊	 原田竹夫	 大

和田	 岩松清	 石川	 勝山恭男	 清水明一	 由井	 小野勝彦	 由木	 穂積宏易	 北野	

佐々木正人	 	

の２０名となりました。 
役員総会で会則変更等一連の案件とともに承認を受けた後記念の品をお渡しします。
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平成１７年度後期		タイトル戦優勝・準優勝者	

	

名人戦	 王座戦	 天狗戦	同好	

会名	 優勝 準優勝 優勝 準優勝 優勝 準優勝 
浅川	 下重利雄６段	 	 木村一男６段	 	 高橋明善６段	 	

恩方	 吉沢	 實７段	 	 福田	 卓６段	 	 山崎	 稔３段	 	

元八王子	 清水	 勇５段	 	 藤森立喜４段	 	 山下則文６段	 		

中野	 磯部信広５段	 	 橋本惇二６段	 	 清水文彦６段	 		

大和田	 大里	 宏２級	 	 細田正光４級	 	 石田利雄２段	 	

石川	 中村順二２段	 	 松本健彦６段	 	 		 市村光彦１級	 	 		

由井	 光岡宏志７段	 	 山崎修路４段	 	 木所敏雄２段	 	

台町	 江口靖碩７段	 	 三上靖宏７段	 高本	衛７段	 市川公雄３段	 飯田清志初段	

由木	 奥山武平２段	 	 松浦辰寿６段	 	 唐木	 伸２段	 	

北野	 青木耕榮２段	 	 山縣文雄６段	 	 武藤至輝４段	 	

長房	 藤盛	 茂３段	 	 山崎	 修４段	 	 松井	 豊４段	 	

	  
(註)	 各欄左側優勝者	 右側準優勝者 

                                                                 
 

 
 
  
 
 

                                         



4 

 
	 活きいき囲碁地区大会参加資格の緩和	

	

皆さんからの強い要望にしたがって来期から優勝者以外は何回でも出場可能に変更しまし

た。地区大会の活性化、地区間のコミュニケーションの一層の増進に役立つ事を期待します。 
 
団体対抗戦の見直し	 アイデア募集	

	

団体対抗戦は昇段の機会と張り切る寿同好会、欠場すると相手に迷惑をかけるので無理に

６名かきあつめて消化試合に臨む寿同好会と二極分化の傾向があります。 
 
他の碁老連大会の様に希望者のみが参加できるような形にすべきだとの意見も出ています。

世間一般に行われている団体対抗戦も参考にして次年度以降検討する事になりました。是非、

皆様方の素晴らしいアイデアをおよせ下さい。 
 
 
研修会会員の入れ替え方法について	

	

碁老連の中の研修会、開かれた研修会として入会希望者は次期の 初（ 長待ち時間６ケ

月）には入会していただく事になっています。自主管理が望ましく研修部で入れ替え方法を

考えていただく事になりました。要望があれば本部でも処理いたします。 
 
入れ替え方法としてはFIFO、５段から退会等色々考えられますがFIFOが妥当ではない
かと思います。古い人の入会時期は定かでないので 初は乱数等で順番を決め古い人から退

会させる。退会した人は希望すれば待ち行列の 後につき、次期には入会できる。 
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役員会報告（１１月２６日、１２月２４日） 

１．会費納入 
	 	 名簿に登録された人数分の会費を納入させる。 
 
２．活きいき地区大会参加資格の緩和	 別掲 
 
３．新会名投票用紙の確認、当選者の確認	 別掲 
 
４．研修会事務長と懸案事項の確認認識統一 
	 	 コミュニケーションギャップ解消のため役員会と情報交換を蜜にする。 
	 	 入会は地区寿同好会に入会し寿同好会会長を通して申し込む。 
寿同好会未入会者は碁老連大会出場資格なし。 
寿同好会未入会者は速やかに寿同好会に入会するよう勧誘する。 

	 	 入会待機者が次期の初めには入会できるように具体的方策を確立しておく。別掲 
 
５．棋聖大賞大会準備 
	 	 役割分担、案内状発送等 
 
６．タイトル争奪戦準備 
 
７．団体対抗戦組み合わせ作成	 渡辺副会長 
 
８．団体対抗戦のあり方検討	 別掲 
 
９．名義使用申請書、名義使用実績報告書準備	 山崎副会長 
 
10．会則継続審議 
 
11．役員総会	 4月9日	 13時～１７時 
 
12．1月役員会	 1月14日、1月２８日 
	 	 会則審議、棋聖大賞大会準備、タイトル争奪戦準備 
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教えてください！ 

由井寿囲碁同好会	 渡辺 己三男 
 

42年間の会社勤めを終え、しばらく体を休めていました。何か集中して打ち込むものがな
いと思考力が退化すると感じ、二十歳の頃覚えた囲碁を再開することにしました。 
八王子に転居してから26年になります。勤務の 後の15年間は他県に単身赴任でしたの
で、まわりに親しい囲碁仲間もなく、思い切って由井寿碁楽会にお願いして、仲間入りさせ

ていただきました。 
 
基本が大事なことは分かっています。場数を踏むことが先ず必要と考え、片倉囲碁同好会

をはじめ片倉台囲碁クラブ、緑町南、緑町東、東淺川保健福祉センターなどで打たせて頂い

ております。｢一日一善、四局｣をモットーに、対局数は年間1600局を越えました。他方の｢善｣
の方は努力不足でした。今年は、碁老連のボランティア活動も含めて積極的にやっていきた

いと思います。 
 
かつての本業はエンジニアのはしくれ。製造会社の研究員が特許を取るのをお手伝いする

仕事をしていました。弁理士/弁護士と研究員のハザマで活動することが主で、退職後の日常
生活には全く役に立たないなと変に納得していたものです。 この仕事を上手くこなすコツは、
物の形を図面や絵ではなく｢文章や言葉｣で的確に表現することでした。 
皆さん例えば、｢机｣や｢椅子｣と言えばその形はすぐ頭に思い浮かぶでしょうが、その形を

｢文章で書け、言葉で喋れ｣と言われると難儀でしょう。 
 
上手（うわて）のかたから｢碁は形で覚えろ｣と、よく言われます。｢こういうところは、こ

こに打つに決まっている｣と。下手（したて）としては、この｢こういうところ｣というのを言

葉や文章で表現していただき、記憶（記録）にとどめたいのです。 
 
石の形を表す言葉として、｢梅鉢形｣という表現が使われていることを 近知りました。ひ

とつの石を四つの石で囲んでポン抜いて中をツイでできる十文字（五子）形のことです。 
 
そこで、手頃なところで、五つの石を使って

石の形を調べてみました。 
 
五つの石を縦または横に連ねると、いろいろ

な形ができます。梅鉢形もそのうちのひとつで

す。全部でいくつの形ができるでしょうか（12
個までは確認できました。ただし、斜め＝コス

ミ、を含む形は除いて）。 
 
また、これらの各々に、｢梅鉢形｣の例のよう

に、世間に通用する名前が付けられているので

しょうか？ 
 

 

梅鉢形 
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高段のかたの打ち碁を観戦していると、石が縦と横にきれいに並んでいます。曲がりくね

ったジグザグや千鳥足には決してなりません。  
 
何故そうなるのか、ずっと不思議でした。五つの石を縦横に連ねてできる形をじっと見つ

めていたら、たいへん（自分にとって）大事なことに気がつきました。 
 
石の数は同じでも、出来た形によってダメの数が異なるのです。石を五つ一列に並べた形

のダメの数は12あります。ところが、曲がり角（かど）がひとつある五つの石の形をみる
と、ダメの数がひとつ減って 11になります。角が二つあるとダメの数は 10になります。
そう、角がひとつ増える毎にダメがひとつずつ減っていきます。さきの｢梅鉢形｣でいうと、

曲がり角が四つあるので、ダメは四つ減って8になります。 
 
「ダメこそ命、石の命」。攻め合いでダメの数が足りずにいつも辛酸をなめているではな

いか。 高段者の石が一列に整然と並ぶ理由はなにか。それは、石の命を効率よく 大限に

発揮させた結果にほかならない。そう思い当たったのです。 
この考え方は果たして正しいのでしょうか？ 

 
 
	 	 	 	  
 
 
	 	 	 	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 

ホームページクリエーター募集中! 
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碁	 楽	 室	

１７４号	 詰碁問題 
白のフトコロは広い。隅の板八形は

万年コウ。黒先で手順は？ 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 
 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	 	 	

 

 
	 	 	 正解図	 	  
	 白１のカケツギ。 
 

	 	 	 	 失敗図	 	

白1は黒2、4のコウ。	

 
１７３号	 詰碁問題	 	  
白番	 ハネ一本の効用で 
活きてください。 
 

 
	 	 	 正解図の変化 
黒 1 には白 2 が大切。黒 3
白4で活き。白2で4とトル
と二の一オキで頓死。 
 

 


